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仏
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宗
教
と
政
治
は
つ
ね
に
最
短
距
離
に

あ
る
と
い
わ
れ
な
が
ら
事
実
は
最
遠
距

離
に
お
か
れ
い
る
。

　
さ
し
あ
た
り
日
本
は
世
界
中
最
大
の

仏
教
国
で
あ
る
か
ら
に
は
、
法
律
や
政

治
、
社
会
制
度
が
仏
教
的
に
な
っ
て
い

る
筈
な
の
に
、
事
実
は
逆
で
、
と
く
に

最
近
の
日
本
の
現
状
は
、
き
わ
め
て
非

仏
教
的
で
あ
る
と
さ
え
い
え
る
。

　
つ
ま
り
、
生
産
機
構
に
人
間
が
疎
外

さ
れ
、
非
情
化
さ
れ
相
互
依
存
の
信
頼

と
か
、
愛
情
と
か
が
無
く
な
り
責
任
不

感
性
と
な
り
、
精
神
的
に
は
沙
漠
化
し

て
、
孤
独
に
陥
入
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
。
そ
こ
で
お
く
れ
ば
せ
に
人
間
尊
重

と
か
、
人
間
調
和
と
か
叫
ん
で
み
て
も

道
義
喪
失
と
宗
教
不
在
の
政
治
に
気
が

つ
か
な
け
れ
ぽ
空
念
仏
に
お
わ
る
こ
と

に
な
る
。

　
つ
ま
り
国
民
社
会
の
身
心
の
ア
ン
バ

ラ
ン
ス
の
正
常
化
は
、
宗
教
と
政
治
が

渾
然
融
和
す
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
実
現

出
来
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
こ
の
意
味
に
お
い
て
宗
教
と
政
治
は

最
短
距
離
に
あ
る
と
い
う
意
味
が
あ

る
。
ま
し
て
仏
教
国
日
本
と
自
負
す
る

日
本
に
お
い
て
、
宗
教
界
、
と
く
に
仏

教
界
と
政
界
が
、
い
ま
少
し
く
、
こ
の

観
点
に
立
っ
て
歩
み
寄
り
国
の
あ
り
方

を
考
え
る
よ
う
に
な
れ
る
な
ら
国
民
え

の
救
い
は
近
づ
く
で
あ
ろ
う
と
お
も
う

　
全
日
本
仏
教
界
に
お
い
て
は
、
従
来

と
て
も
此
の
構
想
の
も
と
に
い
ろ
い
ろ

な
具
体
的
問
題
に
取
り
組
ん
で
き
た
と

い
う
こ
と
は
出
来
る
け
れ
ど
も
遅
々
と

し
て
牛
歩
の
感
が
ま
ぬ
か
れ
な
い
。

　
遅
々
と
し
て
進
ま
ぬ
牛
歩
の
原
因

は
、
政
界
と
仏
教
界
が
互
い
に
譲
り
合

い
ま
か
せ
合
い
の
よ
う
な
こ
と
で
責
任

の
な
す
り
合
い
を
し
て
互
い
の
ふ
と
こ

ろ
に
飛
び
こ
ん
で
こ
れ
を
打
ち
出
そ
う

と
す
る
熱
意
が
な
い
か
ら
の
よ
う
だ
。

つ
ま
り
心
に
思
い
な
が
ら
日
暮
を
く
り

返
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
し
て
地
球
の
テ
ン
ポ
に
間
に

合
せ
る
た
め
に
は
仏
教
界
自
体
が
立
ち

上
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
そ

れ
も
誰
か
が
云
い
出
し
て
く
れ
そ
う
だ

の
姿
勢
で
な
く
自
分
自
身
が
只
今
か
ら

こ
の
こ
と
を
叫
び
出
そ
う
で
は
な
い
か

と
思
う
こ
と
で
あ
る
。
思
う
人
が
あ
れ

ば
必
ず
思
う
人
と
の
波
頭
が
合
う
、
こ

の
波
調
が
大
き
な
波
と
な
っ
て
も
り
あ

が
っ
て
く
る
に
違
い
な
い
。

　
ま
た
、
現
代
に
仏
教
を
生
か
す
こ
と

の
捷
径
は
仏
教
の
人
生
観
と
信
念
を
ひ

と
り
で
も
多
く
の
国
会
議
員
に
持
っ
て

も
ら
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
ひ
と
り
で

も
仏
教
信
念
を
持
っ
た
国
会
議
員
を
選

出
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
仏
教
的

議
員
が
あ
っ
た
ら
こ
れ
を
我
々
は
あ
く

ま
で
信
頼
し
、
こ
の
人
の
活
躍
を
助
け

て
や
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
国
の
あ
り
方
、
社
会
の
あ
り
方
は
国

会
議
員
が
決
め
て
ゆ
く
、

　
そ
の
こ
と
を
我
々
は
彼
等
に
託
し
て

い
る
の
が
民
主
々
義
の
ル
ー
ル
で
も
あ

「
る
か
ら
で
あ
る
。

一
　
国
会
や
選
挙
の
こ
と
を
遠
く
岸
辺
を

見
る
よ
う
な
風
習
が
と
か
く
仏
教
界
に

多
い
こ
と
そ
れ
自
体
が
仏
教
の
衰
微
を

招
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
元
総
理
の
片
山
哲
氏
は
、
正
し
い
選

挙
運
動
を
実
現
す
る
た
め
画
期
的
行
動

を
興
さ
れ
て
い
る
が
、
我
々
仏
教
界
に

お
い
て
も
、
我
々
の
手
に
よ
っ
て
こ
そ

国
の
選
挙
を
美
化
し
て
行
こ
う
と
、
す

る
ぐ
ら
い
の
熱
意
を
全
国
八
一
の
寺
院

に
も
っ
て
も
ら
う
よ
う
な
時
代
を
迎
え

た
い
も
の
で
あ
る
。

　
全
日
本
仏
教
会
が
国
会
対
策
委
員
会

を
も
ち
、
宗
教
法
人
関
係
か
ら
、
墓
地

埋
葬
問
題
、
農
地
報
償
問
題
、
宗
教
保

育
行
政
問
題
、
憲
法
問
題
、
年
中
行
事

祝
祭
日
問
題
、
国
際
政
治
問
題
等
、
山

積
す
る
政
治
問
題
と
取
り
組
み
な
が
ら

牛
歩
遅
々
の
歩
み
を
く
り
返
し
て
い
る

こ
と
は
、
結
局
仏
教
信
念
に
燃
ゆ
る
一

騎
当
千
の
国
会
議
員
を
多
数
持
っ
て
い

な
い
か
ら
の
弱
み
か
ら
来
る
も
の
と
お

も
う
。

　
仏
教
国
日
本
の
国
民
を
し
て
仏
教
の

遺
産
を
豊
か
に
わ
か
ち
あ
た
え
る
道
は

政
治
の
方
向
を
こ
れ
に
近
づ
け
る
た
め

総
意
を
結
集
し
て
国
会
に
反
映
せ
し
む

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
の
た
め
に

縁
の
下
の
力
も
ち
を
す
る
菩
薩
行
こ
そ

現
在
あ
た
え
ら
れ
た
我
々
仏
教
徒
の
使

命
で
あ
ろ
う
と
お
も
う
。
　
（
筆
者
は
元

全
仏
組
織
局
長
、
現
組
織
専
門
副
委
員

長
）
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北
朝
鮮
の
清
津
で
は
終
戦
の
混
乱
時

に
日
本
人
婦
女
子
ら
一
般
人
四
千
有
余

名
が
悲
惨
な
死
を
遂
げ
た
が
、
清
津
に

関
係
あ
る
人
々
に
よ
っ
て
今
度
結
成
さ

れ
た
、
社
団
法
人
全
国
清
津
会
で
は
、

こ
れ
ら
非
業
な
死
を
遂
げ
た
四
千
名
の

冥
福
を
祈
る
た
め
、
全
仏
後
援
に
よ
り

来
る
十
一
月
二

十
三
日
午
前
十

時
よ
り
東
京
九

段
の
九
段
会
館

ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
　
「
清
津
殉

難
死
没
者
全
国

合
同
大
法
要
」

で
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
ほ
ぼ
内
定
を
見

た
。　
当
日
は
全
国
か
ら
悔
津
に
お
い
て
死

亡
し
た
人
々
の
遺
家
族
、
縁
故
者
ら
五

百
名
以
上
が
参
加
す
る
が
、
秩
父
宮
殿

下
ら
皇
族
も
参
列
さ
れ
る
も
よ
う
で
、

盛
会
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
。

東
伏
見
慈
謬
論
下
が
導
師

清
津
殉
難
者
追
悼
大
法

を
催
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　
主
催
団
体
の
（
社
）
全
国
清
畠
会
常

務
理
事
西
本
梧
作
氏
は
先
般
全
島
を
訪

れ
種
々
、
具
体
的
に
本
件
に
つ
い
て
説

明
を
な
す
と
共
に
、
全
仏
の
協
力
方
を

要
請
し
た
。
大
導
師
は
清
墨
壷
の
た
っ

て
の
希
望
も
あ
り
、
善
光
寺
名
誉
貫
主

で
青
蓮
院
門
主
東
伏
見
遠
里
狙
下
の
快

諾
を
得
、
式
衆
は
全
仏
各
部
長
主
事
ら

十
一
月
二
十
三
日
　
九
段
会
館
で
執
行

　
西
本
氏
の
話
「
清
津
で
亡
く
な
ら
れ

た
人
々
は
殆
ん
宏
が
餓
死
状
態
で
、
全

た
く
お
話
に
な
ら
な
い
ほ
ど
悲
惨
な
も

の
で
し
た
。
私
も
帰
国
し
て
か
ら
何
と

か
こ
れ
ら
の
諸
霊
を
お
慰
め
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
し
た
が
、
幸
い
全
心
の

協
力
が
得
ら
れ
て
こ
ん
な
有
難
い
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
雄
志
も
地
下
で
ど
ん

な
に
か
よ
ろ
こ
ん
で
お
ら
れ
る
か
と
信

じ
て
疑
い
ま
せ
ん
。
」

　
な
お
当
日
は
、
浄
土
宗
大
本
山
増

上
寺
法
主
椎
尾
弁
口
師
の
法
話
が
あ

る
。
　
法
要
に
ひ
き
つ
づ
い
て
、
清
白
会
で

は
、
北
鮮
の
山
野
に
散
華
し
、
今
な
お

そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
日
本
人
遺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
骨
収
集
の
実
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
期
す
べ
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
鮮
邦
人
遺
骨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
地
送
還
総
け

要
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
起
大
会
を
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
き
大
い
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
気
勢
を
あ
げ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
云
っ
て
い

る
。　
な
お
、
こ
れ
と
は
別
に
、
全
仏
で
は

外
務
省
等
と
交
渉
し
て
い
る
仏
教
に
関

す
る
在
外
資
産
の
内
地
返
還
運
動
も
ひ

き
つ
づ
き
推
進
に
鋭
意
努
力
す
る
と
云

っ
て
い
る
。
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×

×
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至
言
大
師
寸
書
塔
落
慶
法
要
参
列

中
国
訪
問
日
本
仏
教
代
表
団
決
定

＋
一
月
＋
七
日
台
湾
日
月
潭
で
挙
行

　
か
つ
て
中
国
大
陸
よ
り
戦
火
を
避
け

て
、
わ
が
埼
玉
県
慈
恩
寺
に
奉
安
し
て

あ
っ
た
玄
突
三
蔵
法
師
の
霊
骨
は
、
昭

和
三
十
年
十
一
月
二
十
六
日
中
華
民
国

仏
教
会
の
要
請
に
よ
り
、
前
智
山
派
管

長
倉
持
秀
峰
狙
下
が
団
長
と
な
り
、
五

代
表
が
玄
樂
三
蔵
鞍
骨
捧
持
団
と
し
て

全
量
か
ら
派
遣
さ
れ
、
台
北
市
日
月
潭

で
盛
大
に
奉
還
式
典
が
挙
行
さ
れ
た
が

そ
の
後
現
地
で
は
玄
突
大
師
霊
骨
塔
寺

建
設
委
員
会
（
趙
恒
愚
主
任
委
員
）
を

結
成
し
、
着
々
と
建
築
を
す
す
め
て
い

た
。

　
　
こ
の
ほ
ど
同
建

長
設
委
員
会
趙
主
任

団
委
員
よ
り
全
仏

噸
へ
、
同
甲
骨
塔
寺

倉
が
落
成
し
、
1
1
月

半
1
7
日
に
祝
典
を
ひ

ら
く
の
で
日
本
仏
教
代
表
の
来
駕
を
仰

ぎ
た
い
旨
の
招
請
状
が
到
着
し
た
。
全

仏
で
は
早
速
人
選
を
行
な
い
、
次
の
各

師
を
「
玄
突
大
師
霊
骨
塔
落
慶
法
要
参

列
、
中
国
訪
問
日
本
仏
教
代
表
団
」
と

し
て
派
遣
す
る
こ
と
に
決
定
し
、
こ
の

旨
中
国
側
へ
送
達
し
た
。

団
長
倉
持
秀
峰
師
前
真
言
宗
智

　
　
　
　
山
派
管
長
、
三
学
院
住
職

副
団
長
　
阿
部
竜
伝
師
　
全
仏
総
務
局

　
　
　
．
長
、
満
願
寺
住
職

顧
　
問
　
岩
本
勝
俊
師
　
曹
洞
宗
大
本

　
　
　
　
山
総
持
寺
副
貫
首

　
一
－
　
　
岡
野
正
道
師
　
孝
道
教
団
統

　
　
　
　
理
、
全
野
理
事

団
　
員

〃〃1
1

〃〃

団
　
付

事
務
長

　
な
お
、

て
、
在
東
京
の
中
日
仏
教
総
会
長
清
渡

法
師
も
同
行
す
る
。

　
一
行
の
中
で
倉
持
団
長
、
麻
布
、
岡

野
夫
妻
、
椎
谷
、
竹
村
氏
ら
は
十
一
月

十
六
日
午
後
一
時
二
十
分
羽
田
発
の
C

A
T
機
で
出
発
し
、
阿
部
、
柳
糸
師
は

同
十
六
目
午
前
八
時
十
分
発
の
日
航
機

で
先
行
す
る
。
帰
国
は
同
月
十
九
日
午

後
九
時
二
十
分
日
航
機
の
予
定
。

　
な
お
台
北
の
日
月
潭
は
風
光
明
媚
な

地
で
、
建
設
さ
れ
た
玄
婁
大
師
霊
骨
塔

寺
は
純
中
国
遷
代
様
式
の
金
堂
で
あ
り

落
慶
式
典
の
行
わ
れ
る
十
一
月
十
七
日

に
は
、
同
時
に
中
国
建
国
の
父
と
仰
が

れ
る
孫
中
山
先
生
生
誕
百
年
祭
典
と
、

中
国
仏
教
僧
伽
代
表
大
会
も
合
せ
て
挙

行
さ
れ
る
も
よ
う
で
盛
会
が
期
待
さ
れ

る
。
・
　
な
お
岩
本
副
貫
首
ら
一
行
題
名
は
十

一
月
四
日
先
発
す
る
。

麻
布
照
海
師
　
並
物
事
務
総

長
、
西
本
願
寺
式
務
部
長

室
売
順
逸
師
　
曹
洞
宗
大
本

山
総
持
寺
越
訴

岡
野
貴
美
子
氏
　
孝
道
教
団

副
学
理
、
全
仏
国
際
委
員

須
田
宗
興
師
　
曹
洞
宗
大
本

山
総
持
寺
講
師

椎
谷
　
健
氏
　
孝
道
教
団
事

務
長
、
全
仏
組
織
委
員

岩
本
昭
典
師
　
適
時
組
織
副

委
員
長

竹
村
日
出
夫
氏
　
孝
道
教
団

国
際
課
長
（
通
訳
）

柳
了
堅
師
　
全
仏
国
際
部
長

日
本
代
表
団
の
世
話
役
と
し

印
度
訪
問
団

　
　
　
　
予
定
通
り
出
発

　
印
度
と
パ
キ
ス
タ
ン
の
紛
争
で
派
遣

が
憂
慮
さ
れ
て
い
た
、
全
仏
派
遣
の
印

度
初
転
法
輪
寺
記
念
式
典
参
加
が
日
本

仏
教
代
表
団
は
、
予
定
通
り
十
一
月
六

日
午
後
一
時
三
十
分
羽
田
発
の
印
度
航

空
機
で
出
発
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　
な
お
、
一
行
は
八
名
で
団
長
以
下
の

団
構
成
に
つ
い
て
は
十
月
二
十
七
日
開

催
の
渡
航
打
合
会
上
で
決
定
す
る
予
定

　
代
表
氏
名
は
次
の
と
お
り
。

　
一
、
林
岱
揚
言
臨
済
宗
方
広
寺

　
　
　
　
派
正
明
寺
住
職
（
静
岡
県
）

　
二
、
佐
藤
偉
麟
師
　
曹
洞
宗
福
泉
寺

　
　
　
　
住
職
（
静
岡
県
）

　
三
、
清
水
公
照
師
　
華
厳
宗
東
大
寺

　
　
　
　
二
月
堂
主
任
（
奈
良
県
）

　
四
、
徳
田
明
本
田
　
律
宗
伝
香
寺
住

　
　
　
　
職
（
奈
良
県
）

　
五
、
小
林
喜
久
一
氏
　
日
本
放
送
協

　
　
　
　
会
専
門
モ
ニ
タ
ー
（
京
都
市
）

　
六
、
大
橋
俊
定
師
　
浄
土
宗
来
迎
寺

　
　
　
　
住
職
（
静
岡
県
）

　
七
、
佐
保
山
四
海
師
　
華
厳
宗
東
大

　
　
　
　
寺
勤
務
（
奈
良
県
）

　
八
、
三
浦
　
称
随
師
浄
土
宗
源
空

　
　
　
　
寺
住
職
（
群
馬
県
）

　
一
行
は
十
一
月
二
十
七
日
午
後
二
時

四
十
五
分
羽
田
着
の
キ
ヤ
セ
ー
航
空
機

に
て
帰
国
す
る
予
定
で
あ
る
。

訪
韓
は
明
春
に
延
期

　
か
ね
て
よ
り
韓
国
派
遣
日
本
仏
教
代

表
団
派
遣
に
つ
い
て
準
備
を
す
す
め
て

い
た
全
仏
国
際
局
で
は
、
先
般
こ
れ
に

つ
い
て
協
議
の
結
果
、
ω
日
韓
批
准
の

期
間
に
あ
た
り
関
係
各
方
面
か
ら
慎
重

に
行
動
す
べ
き
で
あ
る
の
声
が
あ
る
こ

と
、
②
季
節
的
に
寒
冷
で
あ
る
こ
と
等

を
理
由
に
し
て
、
一
応
来
春
に
延
期
す

る
こ
と
に
決
め
、
在
京
城
の
大
韓
仏
教

曹
漢
宗
総
務
院
長
金
法
竜
師
へ
通
知
す

る
と
共
に
、
申
込
者
に
も
こ
の
む
ね
通

報
了
解
を
得
た
。

　
な
お
、
全
仏
で
は
明
四
十
一
年
五
月

に
は
訪
韓
を
実
現
し
た
い
と
云
っ
て
い

る
。
第
隔
回
世
界
仏
膏
大
会
準
備
理
事
会
へ

全
日
仏
青
代
表
記
名
が
出
発

　
明
年
二
月
南
ベ
ト
ナ
ム
の
サ
イ
ゴ
ン

市
に
て
第
一
回
世
界
仏
教
青
年
大
会
が

開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
準
備
理
事
会
が
、
十
月
二
十
五
日

よ
り
二
十
八
日
に
亘
り
サ
イ
ゴ
ン
市
の

新
装
成
っ
た
会
議
場
で
開
催
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
全
日
本
仏
教
青
年
会
（
大

谷
光
紹
会
長
）
で
は
、
左
の
五
代
表
（

西
村
輝
成
団
長
）
を
派
遣
す
る
こ
と
に

決
め
た
。

　
一
、
西
村
輝
成
師
　
全
日
仏
青
常
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
事

　
二
、
黒
田
竜
雄
師
　
全
日
仏
青
常
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
事

　
三
、
朝
比
奈
秀
行
師
　
全
日
仏
青
常

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
務
理
事

　
四
、
石
上
智
康
師
　
全
日
仏
青
常
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
事

　
五
、
杉
谷
和
男
師
　
明
目
仏
子
国
際

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員

　
こ
れ
ら
五
代
表
者
は
十
月
二
十
四
日
■

午
後
十
二
時
三
十
分
発
の
ス
イ
ス
航
空

機
に
て
香
港
経
由
で
元
気
に
飛
び
立
っ

て
行
っ
た
。
空
港
に
は
全
日
仏
青
関
係

者
多
数
が
見
送
っ
た
。

　
全
仏
で
は
こ
の
機
に
、
中
山
国
際
局

長
名
に
よ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
南
ベ
ト
ナ

ム
仏
教
会
釈
心
珠
会
長
へ
送
る
と
共
に

土
産
と
し
て
小
仏
旗
三
十
振
を
同
仏
教

会
へ
送
る
べ
く
三
々
代
表
団
に
託
し
た

第
一
回
国
際
仏
教
婦
人
ハ
ワ
イ
交
換
会

　
　
　
全
日
仏
婦
が
六
十
名
門
遺

　
第
一
回
国
際
仏
教
婦
人
ハ
ワ
イ
交
歓

会
は
十
月
十
六
日
か
ら
二
十
三
日
に
か

け
て
ハ
ワ
イ
の
ホ
ノ
ル
ル
市
を
中
心
に

各
島
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
全
日

仏
婦
（
大
谷
智
子
会
長
）
で
は
六
十
名

に
上
る
代
表
を
派
遣
す
る
こ
と
に
決
定

し
、
団
長
に
山
本
杉
氏
（
全
日
仏
婦
理

事
長
、
参
議
院
議
員
）
、
副
団
長
平
沼

と
み
氏
、
同
兼
事
務
総
長
三
口
暉
子
氏

が
選
出
さ
れ
、
十
月
十
六
日
午
後
六
時

よ
り
東
京
羽
田
東
急
ホ
テ
ル
に
お
い
て

盛
大
な
壮
行
式
を
挙
行
し
、
同
日
午
後

十
時
羽
田
発
の
日
航
機
で
出
発
し
た
。

　
当
日
は
全
仏
か
ら
各
局
部
長
が
出
席

し
一
行
の
壮
途
を
祝
し
た
。
な
お
全
仏

で
は
ホ
ノ
ル
ル
曹
洞
宗
別
院
に
て
駒
形

善
教
開
進
総
監
が
大
導
師
と
な
っ
て
と

り
行
な
わ
れ
る
「
世
界
戦
争
戦
没
者
英

霊
供
養
法
要
」
へ
、
高
階
醜
仙
南
長
名

に
よ
る
追
悼
の
辞
を
託
し
た
。

　
一
行
は
十
月
二
十
三
日
午
後
四
時
十

分
羽
田
へ
帰
着
す
る
。

長
野
大
会
を
報
告

　
　
野
田
市
仏
教
徒
会
議

　
例
年
盛
大
に
行
な
わ
れ
て
い
る
野
田

市
仏
教
徒
会
議
は
、
本
年
も
十
月
二
十

四
日
正
午
よ
り
、
野
田
市
の
興
風
会
館

に
お
い
て
大
会
を
開
き
、
全
一
仏
教
運

動
展
開
の
結
集
を
誓
い
合
っ
た
。

　
当
日
は
全
仏
よ
り
阿
部
組
織
部
長
が

出
席
し
、
主
と
し
て
先
般
長
野
で
開
催

さ
れ
た
第
十
三
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議

の
も
よ
う
を
詳
細
に
亘
っ
て
報
告
し
、

つ
い
で
大
玉
ニ
ュ
ー
ス
社
企
画
課
長
栗

田
晃
氏
に
よ
る
、
南
ベ
ト
ナ
ム
の
仏
教

界
の
も
よ
う
に
つ
い
て
の
講
演
を
き
い

た
。
栗
田
氏
は
今
春
ニ
ケ
月
に
亘
り
、

南
ベ
ト
ナ
ム
各
地
の
取
材
に
派
遣
さ
れ

て
い
た
。

　
な
お
終
っ
て
大
帝
ニ
ュ
ー
ス
数
本
を

上
映
し
生
々
し
い
南
ベ
ト
ナ
ム
の
現
状

を
見
、
つ
い
で
午
後
四
時
よ
り
パ
ー
テ

ィ
が
開
か
れ
た
。
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宗
教
セ
ン
タ

が

10

恊
l
の
大
集
会

国
民
皆
信
仰
運
動
を
展
開

　
国
民
皆
信
仰
運
動
を
展
開
し
て
い
る

宗
教
セ
ン
タ
ー
で
は
九
月
二
十
六
日
の

日
曜
日
午
後
一
時
か
ら
、
代
々
木
の
国

立
競
技
場
に
十
万
名
を
集
め
て
、
本
年

度
第
一
回
宗
教
情
操
高
揚
国
民
大
会
を

開
い
た
。

　
こ
の
動
員
力
は
、
主

に
新
宗
連
の
さ
ん
下
団

体
が
中
心
と
な
っ
て
い

る
が
、
宗
教
界
、
経
済

界
、
政
界
が
一
体
と
な

り
、
国
民
生
活
に
宗
教

信
仰
を
浸
透
さ
せ
、
健

全
な
国
家
を
建
設
し
、

世
界
平
和
を
実
現
し
よ

う
と
い
う
も
の
で
あ
る

　
第
一
部
で
は
宗
教
界

代
表
と
し
て
全
仏
蓑
輪

英
章
理
事
長
が

　
「
現
在
宗
教
の
相
互

理
解
、
提
携
の
機
運
は

盛
り
あ
が
り
つ
つ
あ
る

今
日
の
大
会
で
は
十
万

人
集
会
し
た
が
、
こ
の

運
動
が
さ
ら
に
百
万
と

な
り
五
千
万
の
人
々
の

運
動
に
な
る
よ
う
望
み

ま
す
」
と
挨
拶
し
万
場

の
拍
手
を
あ
び
た
。

第
二
部
で
は
、

の
会
連
合
会
一
千
人
置
は
じ
め
、
大
学

高
校
吹
奏
団
、
宗
教
団
隊
吹
奏
楽
団
の

演
奏
が
あ
っ
た
。

　
全
仏
か
ら
蓑
輪
理
事
長
、
黒
田
組
織

局
長
、
福
井
、
古
宇
田
主
事
を
は
じ
め

加
盟
各
種
団
体
代
表
者
多
数
が
参
加
し

　
　
　
　
　
　
調
和
音
頭
と
音
楽
お

ど
り
の
発
表
会
と
ド
リ
ル
行
進
が
、
母

全
国
農
地
同
盟
物
故
者

　
　
追
悼
法
要
厳
修
．

　
永
年
に
わ
た
る
農
地
解
放
に
対
し
て

の
報
償
が
実
施
さ
れ
る
事
に
な
・
？
た
が

た
。　

　
」
～
一
《
～
7
｝
｝
～
ひ
ミ

全
仏
で
は
こ
の
運
動
中
、
物
故
さ
れ
た

人
々
の
霊
に
対
し
感
謝
と
報
告
を
す
る

た
め
、
全
国
農
地
同
盟
物
故
者
追
悼
法

要
が
去
る
十
月
十
三
日
午
前
十
時
よ
り

、
東
京
芝
の
青
松
寺
に
重
て
壮
厳
に
執

行
さ
れ
た
。
全
仏
で
は
さ
き
に
農
地
同

盟
と
の
連
繋
を
深
め
て
之
が
運
動
に
同

調
し
て
来
た
と
こ
ろ
が
ら
、
法
案
の
成

立
に
至
る
ま
で
に
再
度
、
法
人
を
除
く

と
す
る
う
ご
き
に
対
し
て
強
力
に
陳
情

を
つ
づ
け
、
よ
う
や
く
報
償
措
置
実
現

に
こ
ぎ
つ
け
た
こ
と
か
ら
、
全
国
農
地

同
盟
に
対
す
る
報
謝
と
、
内
外
へ
の
意

志
表
示
と
し
て
特
に
こ
の
法
要
を
主
宰

し
た
。

　
尚
法
要
は
曹
洞
宗
の
協
力
を
得
て
、

東
京
宗
務
所
管
内
の
各
教
区
長
の
出
仕

を
煩
し
、
全
仏
の
高
階
会
長
が
導
師
と

な
っ
て
、
参
会
者
全
員
が
挙
証
義
を

同
乱
し
て
厳
粛
裡
に
終
了
し
た
が
、
全

国
農
地
同
盟
網
島
正
興
会
長
の
謝
辞
が

の
べ
ら
れ
遺
族
、
衆
参
両
院
の
代
議
士

各
界
の
代
表
者
等
、
三
百
尊
名
の
焼
香

が
あ
っ
た
。
尚
神
奈
川
県
仏
東
京
都
仏

連
の
代
表
参
加
を
得
た
が
、
遠
く
長
野

県
仏
、
岡
山
県
仏
の
有
志
が
法
衣
を
つ

け
て
随
喜
さ
れ
た
姿
は
印
象
的
で
あ
っ

た
。
　
尚
同
日
午
後
四
時
か
ら
東
京
ヒ
ル
ト

ン
ホ
テ
ル
に
於
け
る
農
地
同
盟
主
催
の

農
地
報
償
実
現
感
謝
の
会
に
は
、
全
仏

か
ら
阿
部
組
織
部
長
が
出
席
し
た
。

第
＋
四
回
全
国
更
生
保
護
大
会
で

　
全
軍
麻
布
総
長
ら
天
皇
に
賜
謁

　
十
月
十
四
、
十
五
日
の
両
日
第
十
四

回
全
国
更
生
保
護
大
会
が
開
催
さ
れ
、

こ
の
折
法
務
大
臣
表
彰
者
八
十
六
名
中

二
十
六
名
の
各
宗
派
僧
職
は
そ
の
対
象

と
な
り
、
又
前
年
度
、
八
十
五
子
中
三

十
名
の
数
を
数
え
、
又
全
国
保
護
司
連

盟
会
長
表
彰
者
百
五
十
三
寺
中
三
十
六

名
又
前
年
度
二
百
三
十
二
適
中
六
十
七

名
活
溌
な
活
動
に
入
っ
て
お
ら
れ
る
各

僧
職
に
対
し
深
甚
な
敬
意
を
は
ら
う
と

共
に
法
務
大
臣
被
表
彰
者
の
全
仏
事
務

総
長
麻
布
照
海
師
ら
二
十
六
名
は
十
五

日
午
後
一
時
四
十
分
宮
中
に
参
向
、
天

皇
陛
下
よ
り
慰
労
の
言
葉
を
賜
わ
っ
た

　
こ
こ
に
左
の
如
く
本
年
度
表
彰
者
名

を
列
記
し
て
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
す

る
も
の
で
あ
る
。

保
護
観
察
所
別
所
属
宗
派
氏
名
年
齢

東
京
　
黄
雲
宗
　
　
奥
田
　
行
朗
5
4

横
浜
　
　
　
　
　
　
渡
辺
寿
千
代
8
2

’
　
　
　
　
　
　
　
水
谷

浦
和
真
言
宗
智
山
派
岡
野

千
葉
真
言
宗
智
山
派
深
沢

水
戸
　
　
　
　
　
　
高
橋

宇
都
宮
本
願
寺
派
　
関
上

前
橋
新
潟
大
阪
真
宗
大
谷
派

神
戸

大
津
福
井
金
沢
真
宗
大
谷
派

富
山
広
島
　
時
宗

岡
山
　
日
蓮
宗

佐
賀
　
本
願
寺
派

佐木畠近間殿谷坪間佐真
藤部山江宮界川内野藤木

辮
知
6
5

成
憲
6
8

照
仙
7
4

了
照
7
3

哲
英
6
0

興
朝
6
4

義
信
5
7

敬
重
6
4

円
郷
7
5

浩
淳
6
6

美
芳
6
9

恢
勇
5
9
「

恵
正
7
6

祐
了
5
5

功
隆
7
9

暢
善
7
3

鹿
児
島
本
門
法
華
宗
土
屋

宮
崎
仙
台
福
島
高
野
山
真
言
宗
酒
主

秋
田
高
知（
所
属
宗
派
記
済
せ
ざ
る
は
調
査
不
明
）

宗
派
ニ
ュ
ー
ス

▼
真
言
宗
智
山
派
で
は
十
月
二
十
七
日

午
後
一
時
か
ら
、
都
下
高
尾
町
の
高
尾

山
薬
王
院
に
於
て
、
密
底
流
詠
歌
全
国

大
会
を
挙
行
す
る
。
参
加
講
員
約
二
百

名
は
そ
の
夜
、
薬
王
院
本
坊
に
一
泊

喜
多
村
見
孝
7
0

岡
　
　
徳
仁
7
5

　
　
　
智
順
7
0

丸
山
観
純
6
9

三
田
村
遙
孝
7
0

　
　
　
獄
道
5
2

小
田
島
徹
童
6
2

星
沢
　
照
道
5
6

糊
す
い
寺
院
向
け
必
読
の
書
を
こ
の
程
晒

　
鰻
　
欝
　

翌
朝
本
堂
の
護
摩
供
養
に
参
拝
、
御
詠

歌
を
奉
詠
し
て
解
散
す
る
。

　
智
山
東
京
布
教
懇
話
会
の
第
三
回
会

合
が
、
来
る
十
二
月
七
日
午
後
二
時
か

ら
、
智
山
派
宗
務
庁
東
京
出
張
所
に
於

て
開
か
れ
、
　
「
今
後
の
布
教
の
あ
り
方

」
の
テ
ー
マ
に
よ
っ
て
研
究
さ
れ
る
。

因
み
に
こ
の
会
は
智
山
の
東
京
在
住
の

少
壮
布
教
師
、
特
に
布
教
研
究
生
が
中

心
と
な
っ
て
今
年
春
以
来
結
成
さ
れ
て

居
る
も
の
で
あ
る
。

▼
天
台
宗
で
は
、
さ
る
十
月
十
八
、
十

九
の
両
日
大
正
大
学
に
於
て
第
入
回
天

台
教
学
大
会
が
開
催
さ
れ
、
本
年
は
特

に
天
台
宗
の
み
な
ら
ず
、
広
く
天
台
系

統
の
各
宗
に
よ
び
か
け
、
真
盛
宗
、
聖

観
音
宗
、
露
営
の
学
僧
ら
も
含
め
発
表

者
実
に
三
十
四
名
を
数
え
特
に
福
井
康

順
天
台
学
会
詳
論
の
講
演
「
宗
門
と
宗

団
』
の
発
表
に
は
宗
門
振
興
の
た
め
に

熱
弁
を
ふ
る
わ
れ
た
。

　
新
版
紹
介
1
　
　
　
　
　
“

縣　

_
地
報
償
の
解
説
書
　
　
卿

　
灘
纏
鱗
鰻

　す
ﾀ
義
馨
は
ど
こ
へ
卿

　提
出
す
れ
ば
よ
い
か

ρ
耳
．
．

、‘　　　￥・r　’
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北
　
海
　
道
　
便
　
リ

北
海
道
に
一
年
暮
し
て
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
　
宮
　
礼

　
北
海
道
の
寺
院
は
、
一
九
六
四
年
の

「
北
海
道
年
鑑
」
　
「
北
海
道
宗
教
大
観

」
に
よ
れ
ば
、
寺
院
三
二
、
二
一
四
ケ

寺
、
教
師
数
三
、
二
二
七
人
、
信
徒
三

六
三
九
、
○
○
○
人
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
が
、
九
州
、
四
国
に
山
口
県
を

を
合
せ
た
面
積
に
相
当
す
る
七
万
八
千

五
百
八
平
方
キ
ロ
内
に
散
ら
ば
っ
て
い

る
の
だ
か
ら
、
他
府
県
に
比
べ
て
、
寺

院
数
は
割
合
少
く
、
従
っ
て
受
持
範
囲

は
、
そ
れ
だ
け
広
い
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
各
種
の
会
合
は
、
こ
の
広
域
性
と

交
通
事
情
に
よ
っ
て
、
容
易
で
な
い
。

そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
各
地
域
の
集
合
状

況
と
、
そ
の
協
同
体
制
は
、
割
合
い
に

整
っ
て
い
る
と
い
っ
て
い
い
。

　
私
は
こ
れ
に
は
北
海
道
特
有
の
歴
史

的
因
由
が
あ
る
と
み
て
い
る
。
そ
れ
は

外
で
も
な
い
。
こ
こ
で
は
開
拓
と
開
教

が
、
あ
ざ
な
え
る
縄
の
如
く
に
な
っ
て

北
海
道
仏
教
史
を
織
り
な
し
て
来
た
か

ら
で
あ
る
。

　
最
も
客
観
的
に
も
の
さ
れ
て
い
る
、
・

若
林
功
著
「
北
海
道
開
拓
秘
録
」
は
云

う
。
　
「
人
を
植
え
、
地
を
拓
く
。
つ
ぎ

は
子
供
の
問
題
－
教
育
が
あ
る
。
そ

し
て
最
後
に
老
人
た
ち
の
精
神
的
な
安

ら
ぎ
、
宗
教
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
．

の
具
象
が
と
と
の
っ
て
、
は
じ
め
て
新

し
い
集
落
形
態
が
完
成
す
る
。
」
と
。

又
「
毎
朝
、
礼
拝
を
か
か
さ
な
い
古
老

の
姿
は
、
開
発
、
耕
植
の
業
が
、
ひ
と

り
物
理
や
経
済
の
現
実
ぽ
か
り
で
な
く

形
而
上
的
う
ら
づ
け
に
よ
っ
て
、
は
じ

め
て
好
成
績
を
あ
げ
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
を
、
お
し
え
て
い
る
よ
う
で
あ

っ
た
」
と
。
そ
し
て
こ
の
書
は
そ
の
著

名
な
事
例
を
、
四
巻
の
あ
ち
こ
ち
で
数

多
く
実
証
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
開
拓
開
教
精
神
が
、
今
日

に
ま
で
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ

の
地
の
住
職
が
、
教
育
委
員
、
社
会
教

育
委
員
、
民
生
委
員
、
選
管
委
員
、
人

権
擁
護
委
員
、
公
平
委
員
、
家
裁
調
停

委
員
、
篤
志
面
接
委
員
、
児
童
委
員
、

保
護
司
、
教
謳
師
、
さ
て
は
森
林
組
合

長
等
々
に
選
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、

他
地
方
と
比
較
に
な
ら
ぬ
程
多
く
、
そ

の
霊
園
さ
ん
方
も
、
深
く
地
域
社
会
と

つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
等
で
も
明
ら
か

で
あ
る
と
思
う
。
更
に
寺
院
の
た
た

ず
ま
い
も
、
北
海
道
の
自
然
の
然
ら
し

む
る
処
で
も
あ
ろ
う
が
、
本
州
並
の
一

城
一
書
風
で
な
く
て
、
広
々
と
皆
が
自

由
に
出
入
出
来
る
形
を
と
っ
て
い
る
こ

と
も
目
に
つ
く
事
実
で
あ
る
し
、
人
情

も
至
っ
て
開
放
的
で
あ
る
こ
と
を
感
ず

る
。
こ
の
歴
史
的
自
然
的
因
由
に
よ
っ

て
か
、
お
互
い
の
交
際
提
携
協
調
も
、

ス
カ
ッ
と
サ
ワ
ヤ
カ
で
あ
る
。

　
問
題
は
こ
の
伝
統
的
よ
さ
を
、
様
々

な
る
精
神
的
物
質
的
近
代
化
の
傾
向
の

中
に
、
如
何
に
生
か
し
て
行
く
か
の
点

に
あ
る
と
思
う
。
私
は
嘗
て
、
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
で
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
現

代
の
北
海
道
人
は
、
道
産
子
と
い
う
が

如
く
、
三
世
が
中
心
で
あ
ろ
う
。
す
る

と
こ
の
三
世
の
ふ
る
さ
と
は
、
一
世
の

故
郷
た
る
本
州
で
は
な
く
し
て
、
北
海

道
そ
れ
自
体
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ぽ
、

北
海
道
民
の
開
拓
精
神
こ
そ
、
道
民
の

「
心
の
ふ
る
さ
と
」
で
あ
ら
ね
ぽ
な
ら

ず
、
我
々
は
、
ふ
る
さ
と
に
根
を
お
い

て
、
ふ
る
さ
と
精
神
を
も
っ
て
、
世
に

貢
献
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
戦
後
日
本

は
、
満
州
朝
鮮
樺
太
台
湾
を
失
っ
た
た

め
に
、
北
海
道
を
あ
ら
た
め
て
内
地
の

一
環
と
し
て
、
北
海
道
開
発
長
官
と
や

ら
で
、
新
し
く
北
海
道
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ

イ
ト
を
あ
て
て
い
る
。
そ
し
て
北
海
道

も
そ
の
線
で
随
喜
し
、
　
「
内
地
に
お
く

れ
る
な
」
　
州
内
里
並
み
に
」
と
浮
足
立

っ
て
い
る
か
に
、
私
に
は
見
え
る
。
こ

れ
で
い
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
む
し

ろ
、
あ
ら
ゆ
る
意
味
に
於
て
汚
染
度
の

高
い
本
州
を
真
似
る
の
で
な
く
て
、
北

海
道
の
お
お
ら
か
な
、
み
ず
み
ず
し
い

開
拓
精
神
を
も
っ
て
、
逆
に
「
光
り
は

北
海
道
よ
り
」
と
い
う
位
の
気
位
を
も

っ
て
欲
し
い
と
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。

あ
る
画
家
が
「
今
の
日
本
で
、
夢
の
持

て
る
の
は
、
北
海
道
だ
け
で
あ
る
」
と

言
っ
た
が
、
こ
れ
は
単
な
る
私
の
夢
で

あ
ろ
う
か
。

　
先
日
、
町
村
金
五
道
知
事
は
、
自
ら

望
ん
で
、
わ
れ
ら
仏
教
界
代
表
数
人
と

非
行
少
年
に
つ
い
て
、
二
時
間
余
り
に

わ
た
る
懇
談
会
を
開
催
し
、
今
後
も
こ

の
よ
う
な
会
合
を
持
ち
つ
づ
け
た
い
と

語
っ
た
こ
と
を
、
　
「
北
海
道
便
り
」
と

し
て
は
、
申
し
添
え
て
、
こ
の
稿
を
終

る
。
（
筆
者
は
北
海
道
仏
教
会
連
盟
会
長
）

馳
’

南
米
か
ら
元
気
に

　
　
高
階
会
長
ら
帰
国

　
さ
る
九
月
二
日
羽
田
出
発
以
来
、
約

一
ヶ
月
に
測
り
、
南
米
、
北
米
、
ハ
ワ

イ
等
を
巡
錫
さ
れ
た
、
四
仏
会
長
高
階

礪
仙
禅
師
、
，
同
常
務
理
事
金
剛
秀
一
師

長
谷
川
大
成
侍
者
ら
一
行
は
、
白
田
程

を
終
了
し
九
月
三
十
日
午
後
六
時
羽
田

着
の
日
航
機
で
帰
京
さ
れ
た
。

　
当
日
は
町
回
阿
部
、
黒
田
、
中
山
局

長
を
は
じ
め
、
曹
洞
宗
関
係
者
ら
多
数

が
出
迎
え
た
。

　
£
・
．
‘
7
・
騒
9
も
8
p
し
昏
9
奪
∂
p
も
・
．
ρ
星
、
0
．
3
き
ア
■
、
’
、
塾
4
p
ら
、
’
．
「
，
ρ
5
㌦
‘
㍉
ど

　
宮
崎
乗
雄
師
逝
去
さ
る

　
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
宗
務
総
長
宮
崎

乗
雄
師
は
十
月
六
日
午
後
四
時
五
十
分

逝
去
。
師
は
同
月
二
日
執
務
中
倒
れ
そ

の
ま
ま
心
筋
こ
う
そ
く
症
と
し
て
京
大

病
院
入
院
加
療
中
で
あ
っ
た
。
本
願
寺

当
局
は
勿
論
仏
教
界
全
体
の
驚
ろ
き
で

あ
り
深
く
哀
悼
の
意
を
表
す
。

　
大
河
内
秀
夫
氏

　
日
本
仏
教
鎖
仰
会
理
事
と
し
て
活
躍

し
て
い
た
が
、
高
血
圧
の
た
め
十
月
七

日
突
如
死
去
さ
れ
た
。
五
十
七
歳
。
全

野
か
ら
も
弔
電
が
お
く
ら
れ
た
。
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一
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於
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的
に
委
寿
と
厨
子
　

漏
王
」
を
開
催
し
大
変
盛
況
で
あ
っ
た
鳩

二
　
こ
の
劇
団
は
去
年
の
二
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に
大
正
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学
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